
 

科目名 会社法入門 科目分類 

■専門科目群 □総合科目群 

 経済学科 □必修 ■選択 

学科 □必修 □選択 

英文表記 
An Introduction to Corporation 

Law 

開講年次 □１年 ■２年 □３年 □４年 

開講期間 □前期 ■後期 □通年 □集中 

ふりがな  くにい  のりお 実務家教員担当科目  修得単位 ２単位 

担当者名  國 井 法 夫 実施方法 
■対面のみ  □遠隔のみ 

□対面・遠隔併用 

授業のテーマ 会社に関する法律を学ぶ。 

到達目標 ビジネス実務法務検定2級合格するように実践力を高める。 

授業概要 会社に関する色々なルールをわかりやすく説明します。 

授業計画 

第１回 会社法と会社(会社の経済的機能と法的規制・会社の社団性と営利性)    

第2回 会社法と会社(会社の法人性・各種の会社・会社の分類) 

第３回 株式会社の設立(会社の設立方法について) 

第４回 持分会社の設立(会社の設立方法について) 

第５回 株主と株式(株式の種類・株主の権利義務・株式の譲渡制限・株券の不発行) 

第６回 株主と株式(株主名簿と基準日・単元株制度・株式の分割・インサイダー取引規制と相場操縦の禁止) 

第７回 会社の機関とコーポレートガバナンス(会社の機関・機関設計・コーポレートガバナンス) 

第８回 会社の機関とコーポレートガバナンス(株主総会の開催と運営及び決定事項・総会屋とその対策) 

第９回 取締役と取締役会 

第10回 取締役会と委員会設置会社 

第11回 役員の仕事と責任(取締役の仕事と責任・役員の報酬と退職金・取締役の義務) 

第12回 役員の仕事と責任(役員の会社に対する責任・会計参与・株主代表訴訟) 

第13回 会社の計算と監査 

第14回 Ｍ＆Ａについて 

第15回 会社の消滅 

第16回 定期試験 

授業時間外の 

学習 
前の時間学習した部分を復習しておくこと。 

履修条件 

受講のルール 
真面目な態度で受講すること。 

テキスト プリント 

参考文献・資料  

成績評価の方法 

授業態度(30%)・テスト結果(60%)等で総合的に評価する。 

出席回数が規定に満たなかった場合及び授業料その他納入金等の金額を納めていない場合は試験を受け

ることができない。 

オフィスアワー 金曜日４時間目・月曜日4時間目 

成績評価の基準 60点～69点 可  70点～79点 良  80点～89点 優 90点～ 秀   

実務経験及び実

務を生かした授

業内容 

 



学生への 

メッセージ 
真面目な授業態度で学べる学生を希望します。 

 


